
中国地方から発信し、世界の人びとを魅了し
て来たマツダのくるま。

その美しいフォルムは、
「魂動（こどう）」というデザインによって、
三万個のパーツが創りだす機械を、
ヒトと一体になる「生きもの」にかえます。

そぎ落とし、「凛」と研ぎ澄ました
清い緊張に息吹く「伝統の美」のものづくりを、
マツダの最上位車種アテンザの
チーフデザイナー、玉谷聡氏にご講義頂きます。

講義後、受講者の皆さんの質疑によって、
玉谷氏が先導する「テクノロジーｘアート」の
世界が、さらなる展開をみせるでしょう。

（文責・ものづくり創成センター・小柴, koshiba@yamaguchi-u.ac.jp）

第１回 10月13日（木）
16:30-18:00

工学部D11番教室


